
わ
れ
、
大
阪
府
四
條
畷
市

し
じ
ょ
う
な
わ
て
し

、
京
都

府
向
日
市

む
こ
う
し

と
対
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
日
常

生
活
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健

康
へ
の
関
心
を
高
め
る
の
が
目
的
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
、
仕
事
前
に

会
社
の
近
く
を
グ
ル
ー
プ
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
す
る
人
々
や
、
昼
休
み

に
会
社
単
位
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
、

そ
し
て
日
没
後
、
総
合
体
育
館
な

ど
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

対
戦
の
結
果
は
、
参
加
率
が
約

72
％
で
あ
っ
た
播
磨
町
が
他
の
２

市
に
勝
利
し
ま
し
た
。
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子
育
て
中
の
親
は
、
ほ
ん
の
少

し
手
を
貸
し
て
も
ら
う
だ
け
で
安

心
し
て
働
き
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
ほ
ん
の
少
し
の
援
助
」
を
行

う
の
が
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
。

こ
の
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
厚

生
労
働
省
の
外
郭
団
体
の
21
世
紀

職
業
財
団
が
全
国
各
地
で
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

そ
れ
を
修
了
し
た
人
た
ち
で
す
。

こ
れ
ま
で
利
用
し
た
方
も
、
そ

う
で
な
い
方
も
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

平
成
15
年 

「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
の
手
で

つ
く
る
」
と
い
う
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
公
募
に
よ
り
集
ま

っ
た
は
り
ま
健
康
プ
ラ
ン
検
討
委

員
の
手
に
よ
っ
て
「
は
り
ま
健
康

プ
ラ
ン
」
は
で
き
ま
し
た
。

３
月

は

り

ま

健

康

プ

ラ

ン

策

定

さ

れ

る

１
月

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
が
始
ま
る

10
月

郷
土
資
料
館
特
別
展

「
輝
く
播
磨
国
」
が
開
催

現
在
、
は
り
ま
健
康
パ
ス
ポ
ー

ト
を
活
用
し
た
「
と
び
っ
き
り
遊

歩
グ
ル
ー
プ
」
と
、
休
耕
田
を
使

い
、
世
代
を
超
え
て
み
ん
な
で
野

菜
作
り
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
自
然

農
園
グ
ル
ー
プ
」
が
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
10
月
よ
り
、
整
備
を
進
め

て
き
た
石
ヶ
池
公
園
は
、
播
磨
西
小
学

校
の
北
側
に
位
置
し
、
水
面
を
含
め
た

総
面
積
は
、
約
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

園
内
の
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
は
災

害
時
に
備
え
た
防
災
倉
庫
が
設
け
ら
れ
、

池
の
水
面
に
は
水
質
浄
化
の
た
め
の
水

生
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

３
月

「
防
災
・
環
境
・
福
祉
」
が
テ
ー
マ
の
石
ヶ
池
公
園
オ
ー
プ
ン

放
置
艇
な
ど
の
無
秩
序
な
係

留
か
ら
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を

な
く
す
た
め
、
阿
閇
漁
港
な
ど

の
漁
港
区
域
と
喜
瀬
川
の
そ
れ

ぞ
れ
指
定
し
た
区
域
が
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
放
置
禁
止

区
域
に
、
さ
ら
に
喜
瀬
川
は
重

点
的
撤
去
区
域
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の

受
入
施
設
と
し
て
、
兵
庫
県
が

総
合
体
育
館
前
に
、
播
磨
町
が

阿
閇
漁
港
内
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
係
留
施
設
を
設
置
し
、
漁

港
・
河
川
区
域
を
整
備
し
ま
し

た
。

４
月

阿
閇
漁
港
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設
が
完
成

自
治
体
同
士
で
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
加
率
を
競
い
合
う
イ
ベ

ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
が
行

５
月

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
率
を
競
い
合
う
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
』
に
参
加

雨
の
日
で
も
テ
ニ
ス
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
が
で
き
る
全

天
候
型
多
目
的
広
場
、「
は
り
ま
シ

ー
サ
イ
ド
ド
ー
ム
」
が
古
宮
浜
緑

地
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

多
目
的
広
場
棟
は
鉄
骨
造
で
、

延
床
面
積
は
約
２
７
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
。
砂
入
り
人
工
芝
で
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
４
面
と
れ
ま
す
。

最
高
部
の
高
さ
は
約
11
メ
ー
ト
ル

で
、
屋
根
部
分
は
東
京
ド
ー
ム
と

同
じ
材
質
の
幕
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

６
月

全
天
候
型
多
目
的
広
場
「
は
り
ま
シ
ー
サ
イ
ド
ド
ー
ム
」
が
オ
ー
プ
ン

日
本
近
代
美
術
の
歴
史
に
足
跡

を
残
さ
れ
た
浅
原
清
隆
氏
の
油
絵

が
郷
土
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
、
展

示
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
の
は
「
淡
路
島
」

「
女
子
ア
パ
ー
ト
」「
木
の
あ
る
風

景
」
の
３
点
。

郷
土
出
身
の
画
家
の
作
品
を
、

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
ご
覧
に
な
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

９
月

浅
原
清
隆
氏
の
絵
画
が
寄
贈
さ
れ
る

毎
年
、
郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
特
別
展
。
今
回
は
「
輝
く

播
磨
国
―
風
土
記
の
息
吹
―
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
奈
良
時
代
に
書
か
れ

た
『
風
土
記
』
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
11
月
16
日
に
は
、
特
別
展
記

念
対
談
「
風
土
記
を
楽
し
む
」
が
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

住
民
ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加

す
る
大
規
模
な
防
災
訓
練
が
、
播

磨
西
小
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
東
南
海
・
南
海
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
）
が
発

生
し
、
町
内
で
震
度
６
弱
を
記
録
、

２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
襲
す
る

と
い
う
想
定
。

本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
が
漂

う
訓
練
に
参
加
者
た
ち
は
、『
日
ご

ろ
の
防
災
意
識
が
大
切
だ
』
と
痛

感
し
て
い
ま
し
た
。

11
月

地
震
と
津
波
の
来
襲
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
る

播
磨
町
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま

た
通
勤
・
通
学
の
拠
点
と
し
て
利

用
者
の
多
い
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
。
そ
の

自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
が
12
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
土
山
駅
の
仮
駅
舎

を
設
け
、
平
成
15
年
１
月
か
ら
駅

の
橋
上
化
お
よ
び
自
由
通
路
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

新
し
い
駅
と
自
由
通
路
に
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
駅
と
な
っ
て

ま
す
。

12
月

Ｊ
Ｒ
土
山
駅
の
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
が
完
成

▲みんなで健康づくり

▼健康パスポート

▲親水性の高い石ヶ池公園

▲阿閇漁港の様子

▲登録する住民の方

▲はりまシーサイドドーム

▲浅原清隆氏の作品をぜひ！

▲日ごろの防災意識を忘れずに▲JR土山駅南側より
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